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343. 中高齢者における運動終了援の心擁斜交感神経
活動部後応答に及iますトレ…ニングの効果
一大洋村健康づく号プロジェクト 15-
く〉管潔瀬i， 久野滞在L人 liEJl日守彦人
沼津政雄ペ鯵坂i塗-2，松沼光生2
i筑法大学体育科学研究科， 2筑披大寺主体育科学系，
3筑技大学先端学j祭鎮域研究七ンター)4大洋村村長
{背景・底的}換気性競儀 (γr)以下の強度の運動
ドヂi泉・循環}
では， 1準緩!終了後30秒までの心拾数減義過殺は鋭交感持続
に選択的に瀦節されていること，また，この心拍数減蕊過
程を指数関数で近似した曲線の特定数(1'30)が運動負詩
に対するU¥U交感神経の反応殺を反映していることが示唆さ
れている.本研究では， 1'30を渇いて.比較的抵強度で短
期間の議動トレーニングが中高齢者の連動終了設における
心線別交感神経系活動邸筏応答に及iます影響を検討'した.
{方法}中潟齢女性14名〈平均61土7綾)に対し，循環総
内科援締によるメデイカルチぇツクを行った後，自転車工
ルゴメータを使用した持久性選!lj)(50% HRmax， 30分)
とウぶイトトレーニング畿銀を捜摘した抵抗性連動(30分〉
からなる{lU分踏のトレーニングを，鑓E長選動指導土・の下で
趨2路. 4ヵ月間継続した.その能後でき最大酸素摂取盆
およひ~Oを静ax注し， トレいニング前後で比較した，また，
運動習'践のない鍵常若護者女性9名(平均24土11i史)の設大殻
繁摂取量およびおむを誤，l1定し，中高齢者のトレ}ニング訴
の伎と比較した.教大酸素摂取盤は，自転車コ二jレゴメ…グ
による3段搭瀬土議選重力負持テストを行い，運動負荷に対す
る心拍応答から最大援金紫摂取鐙をJ設定した.ね0のmu廷に
は，、r以下で4分!喝の;I!盤運動負符テストを行い，その際
の心議~R夜間鱗時系列データを記録した.連勤務了後30
秒間の燐時心総数i選後過程を指数関数で近{泣きせ，そのと
きの特定数(1'30)を求めた.運動強度は，中高齢者では
心始数治t90'"'"lOObpm，若齢者では120-130bpmじ怒さきす
る強度とした.
{結果・考察;若齢者に比して，中高齢者では'1'30が宥裁
に遅延し (139土44VS. 305こと1985，P < 0.05) t 設大震を紫摂
取議は有意に低飽であった (39こ凶 vs.26:土2mllkgjmi仏 P
< 0.0001) .中高齢者のトレ}ニング前の1'30に大きなば
らつきがあり，ねOの初期儀とトレ…ニングに伴う変化遺
の関には緩めて強い負の朝関lMl!係が認められたくf==・
0.944， P <乱∞Ol}ので， トレ}ニング訴の'1'30が王子均{度以
上と平均鑓未満の2群で，それぞれトレ}ニング前後の比
較を行うと.1'30が平均値以上だった群では， トレ}ニン
グ後に1'301ま有窓に短縮し (462土163vs. 243:i77s， p < 
0.(5) .援大綾紫摂取設は有意に増大した (25二日vs.31
土3ml/kg/min，p < 0.05) .一方， 1'30が王子均儲未満だった
群では， 1'30および最大濃紫摂取撃に有意な変化は認めら
れなかった (148:i32VS. 181こち355;28土2vs. 31念
7mllkg/min) .これらの結集，中高齢者では運動終了後の
心織部交感神経系活動総後応答が若齢者よりも選議レてい
る可能性があるが.!m援応急芸の遅延が悲しい者では，本研
究で行った稜皮の比較的紙強度で短期総の運動トレーニン
グによっても，溜筏応、苓を改懇できる可能i笠があることが
示唆された.
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